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〇投稿主旨

浅間神社社殿の再建時期について、堀切家古文書から手掛かりを得ていたが、今回、棟札の情報、副次的に碑
文の情報を博物館から得たので、検討しました。これに関し、醤油醸造の浅見家（紙平）の関わりについても調べ
ました。これら概要を連絡の窓にて、ご報告します。皆さまのご意見等をいただければ幸いです。
（今回レポートは、佐藤調査状況を田村副理事長・事務局岡理事に事前にお伝えした所、連絡の窓への投稿依頼あったものです。）

１．浅間神社の再建時期

【明治20年12月20日上棟】、 ２/１２博物館北澤次長より、神社棟札のＰC画面の画像を確認。

２．Wikipedia内容と浅見家看板内容の信憑性

（１）Wikipediaの説明（参考） →Wikipedia「浅間神社（流山市）」
概要
流山市中心部、平地上に鎮座する。醤油醸造の浅見家の初代当主によって浅見家の鬼門と裏鬼門
にそれぞれ浅間神社と箭弓稲荷神社を据え、初代逝去の1年前の正保元年（1644年）に創建。浅間
神社が浅見本家の方向を向き、箭弓稲荷神社と対になっているのはその為である。享保元年（1716
年）、庚申塚が築かれ、この頃から町内の社となっていった。当初、浅間神社と箭弓稲荷神社は小規
模の祠だったと考えられ、安政4年8月25日（1856年9月23日）の台風によって倒壊、その後、5代目当
主・浅見平兵衛萬蔵（浅見家10代目）が再建したと、本殿左側の石碑に刻まれている。また、萬蔵は、
明治19年（1886年）から明治22年（1889年）に富士山の溶岩の運搬を岡庭船運業に依頼し、富士山
の溶岩で富士塚を造成し社屋の再建をして現在のかたちとなっている。

（＊安政4年とある説明文は、安政３年の誤り）

佐藤（茂）2023.2.24

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%85%E9%96%93%E7%A5%9E%E7%A4%BE_(%E6%B5%81%E5%B1%B1%E5%B8%82)
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、
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で
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い
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。
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間
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鬼
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地
で
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父
東
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箭
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山
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山
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台
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亀
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益
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亀
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１
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亀
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流
山
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郷
に
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画
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に
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０
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北
１
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技
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文
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し
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紙
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戸
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明
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も
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、
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間
神
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士
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山
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入
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。
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目
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わ
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家
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順
一

（２）浅見家看板内容の概要（参考）
２０２３年１月本町通リ浅見家所有マンション前に浅見家にて設置の看板
内容は、前（１）Wikipediの説明の外、以下の説明。
・浅見家の出自、製紙業から醤油醸造への転業、近世後期・近代の
商売状況、商標登録、看板脇に設置の銅版画や蔵の梁などの説明

（３）堀切家文書の中にある「至誠講規定簿」の内容概要
「至誠講規定簿」 明治6(1873)年、堀切家文書。2022.8ｷｯｺｰﾏﾝｾﾐﾅｰ資料。
浅間神社風災による再建講の計画（至誠講規定簿）
正保元(1644)年建立と伝えられる浅問神社は、安政3(1856)年の風災により
社殿が吹き潰され、仮の社殿に祭神を祀ったままなので、神社再建費用の
集金方法についての取り決めが記されている。「堀切紋次郎や秋元三左衛門
などが世話役となって至誠講と名付けた講を組織し、当月（２月）から130か月
をかけて、総計金3,000円を積み立て、浅間神社を再建しようとするもの。

（４）至誠碑に彫られた内容概要
2/12博物館北澤次長に、社殿左にあるという神社再建碑位置と碑文情報入手。
風化による劣化で現在は判読不可との事。

「至誠碑」 社殿左手前の碑 「看板文」
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博物館金石文調査票「至誠碑」文の読み下し
明治六年に社屋再建の費用を「至誠講」を組んで
資金調達を開始、世話役の中村権次郎や浅見喜兵
ヱ等が中心に尽力。十年を経るなかで、浅見兵助、
武村八重郎などが周囲の者を指導し、目的を速や
かに達した。

・「至誠講規定簿」は、計画
・「至誠碑」 は、完成の記念碑
両方の内容は同じ

３．結論（佐藤（茂）見解）
（１）再建時期 棟札により、 【明治20年12月20日上棟】である。

４．その他推定 「至誠講規定簿」と 「至誠碑」からの推定。
①明治6年2月浅間神社再建計画が立案され、積立金の講（至誠講）が発足した。
至誠講規定簿に載っている世話人が中心となって講を推進した。

講元 浅間社
世話役 清水九兵衛 ＊（三河屋？）

浅見平兵衛 ＊（紙屋平兵衛、醤油醸造販売）
中村権次郎 ＊（中権、五世権次郎 重年）
浅見喜兵衛 ＊（紙屋喜兵衛、醤油醸造販売）
堀切紋次郎 ＊（五代紋次郎 儀助）,
高橋正衛門 ＊（不明？）
秋元三左衛門 ＊（八世三左衛門 房尚）

②明治19年に再建工事開始

この時期に「至誠碑」も記念として建立。
③明治20年12月に社殿の棟上式

「
至
誠
碑
」

こ
の
浅
間
神
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る
安
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に
よ
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、
損
な
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れ
た
こ
と
よ
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ま
ま
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、
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な
り
、
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治
六
年
、
中
村
権
次
郎
、
浅
見
喜
兵

ヱ
の
、
二
人
の
中
心
人
物
を
始
め
と
し
て
、
ま
こ

と
に
信
心
深
き
人
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が
、
「
至
誠
講
」
と
名
付
け
た
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を
結
び
、
十
年
の
間
、
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ち
ん
と
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積
立
金
の

管
理
に
努
め
た
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よ
り
、
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い
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の
冬
か
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、
御
社
の
造
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を
始
め
た
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こ
う
し
て
村
人
た
ち
す
べ
て
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も
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が
よ
く
務
め

働
く
な
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で
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浅
見
兵
助
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重
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し
た
の
で
、
講
を
開
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し
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も
、

感
激
が
大
き
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狂
わ
し
い
ほ
ど
培
え
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の
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も
と
よ
り
天
照
大
神

の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
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い
。

な
お
、
こ
の
人
々
の
深
い
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く
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に
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な
け
れ
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、
ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と
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司
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管
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文
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り
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く
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え
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佐
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、
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に
て
添
削

「至誠碑」 の読み下し
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④再建に浅見家の大きな協力があったのは間違いないが、町内の講による積立金が原資と
なっていることから、浅見家が建てたのではなく、町内全体で建てたと考えるのが妥当。

５．不明点・疑問点
(1)仮社であった期間は約３０年間。この間どんな建物だったのか？再建決定迄や講の期間にかなり要している。
明治初期、流山が行政・司法・教育等や商工業の中心となっていた時期や根郷の鎮守であること考えると、
あばら家同然の社ではなく、かなり補強され手当された建物だったのではないか？
又、幕末、新政府軍の来流時、ここに錦の御旗を立てたとすれば、それなりの仮社であったのではないか？
・再建計画まで２０年も要したのはなぜか？（まちに資力がなかったか。浅見の氏神的であったからか）
・資金計画に１３０か月も要したのはなぜか？）。まちに資力がなかったか。個人的なスポンサーに頼るの
ではなく町全体で再建しようとしたからなのか。浅見家から根郷の鎮守へ？）

（２）浅間大神の石碑建立と、神社再建時期は、ほぼ重なるが、浅間大神碑なども、至誠講の予算内で造られた
可能性もあるのではないか？浅間大神碑の事は、至誠碑に何も書かれていない。神社造営時や完成時に
冨士塚建設の計画はあったのか、 別の計画であったのか？

（３）浅間神社の創設者は、浅見家当主であると看板やWikipediaに記述あることも、浅見家の言い伝えと
考えれば良いか？

（４）祭神について、浅間大神の碑からこの時点での祭神は浅間大神と認識していたからかではない？。
木花開耶姫命は神社明細帳への登録上の祭神であったのではないか。

６．前３，４、５，について、皆さまからのご見解や、ご意見等を、お願い致します。

＊参考 安政3(1856)年の風災について、流山の風災記録について
①市史研究No24に博物館上條学芸員のレポート有り。熊野神社の別当寺（薬師院）の樹木倒壊等の記録あるが、各社寺の被害詳細は不明、としている。
②柏市史（8月25日年表）の記述、大風雨、家屋の倒壊多く被害甚大。根戸村等各村の被害の記述、本多領中相馬21ケ村の被害、居宅全壊287軒、
半壊168軒、家屋流失1軒、死者8人。流作場冠水し稲流れるとある。これらに流山の中相馬領４村が含まれているかは不明。
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